
 

  

 

 

 

私が教室に入ると、最高の笑顔で歓迎してくれた６年生。もう、全

力でやるしかない！と私の闘志に火がつきました！ 

ディベートのように立場を決めた後、それぞれチームで作戦会議を

行い、主張をしあいました。 

先をよめる＋優しい子どもたち 
当初、２つのグループの人数に偏りがありました。「逆の考えの方

に変えても良い人はいますか？」とお願いしたら３人の子どもが快く

動いてくれました。「これから討論を行うのだからある程度バランス

がとれた方がいいだろう」「先生（山香）も少し困っているようだ」

という思いからでしょう。そのような授業の流れや相手の気持ちを考

えることができる子ども達！大人ですね。 

山香痛恨のミスを子どもが救う 
授業の後半、私は焦ってしまい、まとめに

誘導するような発問をしてしまいました。

そのせいで、それまで自由に自分の思いを

書いていた子ども達の鉛筆が止まり、困惑

した様子でした。 

しかし、ある子どもの発言でこれまでの

流れに戻り、私の発問を見事につないでく

れました。おかげで、その後はみんなで考え

ることができました。本時の答えは一つで

無いことを、子ども達に教えられました。 

 

 

約４３分、圧倒的に考え、動き、相手の意見を聞き、さらに改善策まで考える等、脳みそが

汗をかくくらい頑張った６年生。でも、すごいのは最後の２分の振り返り。チャイムが鳴って

も誰一人私語をすることなく、自分と対峙していました！！石井校長先生も感激！ 

 

飛び込み授業第 8 弾 

由布市立東庄内小学校の最高の 6 年生と学びました！ 
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圧巻！最後の２分の集中力！全力の「ふりかえり」に教職員も感動！ 


